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の役割を消極的に評価する（参考文献②）。
一方、ASEANに対して高い評価を下す論考も登場
した。この論考は国際関係論のアプローチとして注目
を浴びたコンストラクティビズムの影響を強く受け、
規範や価値、アイデアの存在が協調的行動をもたらす
と主張する。具体的には、武力不行使や内政不干渉、
平和的紛争解決、非公式な協議、コンセンサスによる
意思決定といった規範や手続きがASEANでは重視さ
れているために、ASEAN諸国間の協調的関係や東南
アジアの平和が実現しているとするものである。過小
評価の論考では軽視されたこれらの規範や慣行を、こ
の論考では「ASEAN Way」と呼ぶ。代表的な論者
Acharyaは、ASEAN WayがASEAN加盟国間だけで
なく、域外国、特に中国に対しても有効に機能したと
主張した（参考文献③）。中国はARFに加盟すること
でASEANの規範を受け入れたとするものである。た
だし、これらの論考は、規範の内面化が実際になされ
ているかについて実証分析を欠いている。
このように、ASEAN研究が描くASEANは、過小
評価と過大評価のはざまでゆれている。1990年代以降、
ASEANでは多くの問題領域で協力が進められるよう
になったために、さまざまな角度からASEANを評価
する必要性が生じた。その結果、「等身大のASEAN」
を描くことがますます困難になってきたのである。参
考文献④は、この点を念頭に置いたうえで、1990年代
のASEANの変容を実証的に明らかにした良著である。
●ASEAN共同体の形成
アジア通貨危機とインドネシアの民主化を契機とし
て、ASEANはさらに新たな動きをみせるようになる。
政治安全保障共同体・経済共同体・社会文化共同体か
ら成るASEAN共同体の形成を目指したのである。
2015年末、形式的にはASEAN共同体の設立が宣言さ
れたが、共同体作りはまだ途上である。簡潔にいうな
らば、政治安全保障共同体は民主主義や人権といった
規範の重視と非伝統的安全保障の追求、経済共同体は
経済統合の深化、社会文化共同体は社会開発、貧困の
是正、公衆衛生、環境汚染対策、教育などの分野で取
り組みを進める。ASEAN共同体とともに打ち出され
たのが「人々のためのASEAN」である。つまり、こ
れまで政府間協力あるいはエリート間の協力にとど
まっていたASEANが、人権や公衆衛生、社会開発な
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